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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月22日(2008.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主としてセルロース繊維パルプを含む水性スラリーを生成させ、そのスラリーから湿潤
シートを形成し、そしてそのシートを乾燥することを含んでなる、紙材料を製造する方法
であって、スラリー中に凝集中空粒子ラテックスを用いることを改良点とする方法。
【請求項２】
　前記凝集中空粒子が平均粒子径３～１００μｍを有する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記凝集中空粒子がカチオン表面電荷を有する請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記凝集中空粒子がアニオン表面電荷を有する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記凝集中空粒子が中性表面電荷を有する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　追加の充填剤を使用し、凝集中空粒子が使用される全充填剤の少なくとも１０重量％を
構成する請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記凝集中空粒子を、そのラテックス粒子の１０～７０％の範囲の内部空隙を有する中
空ラテックス粒子から製造する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記凝集中空粒子が３０～９０％の範囲の総空隙容積を有する請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記凝集中空粒子ラテックスを、安定剤の添加により改質する請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法により製造された紙材料。
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